












































研究意欲 と新規性のあるテーマを取 り扱ったことを評価 し､今後に期待する｡
以上の諸点から総合的に判断し､本論文が､岡lH大学大学院保健学研究科博士後
期課程の博士号 (保健学)に債するとい う緒論に速したので､報告するO
